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　本校は、明治11年10月２日に

茨城師範学校予備科として開校し

て以来、今年で130周年を迎える

に至りました。これを記念して、

11月22日㈯、県民文化センター

で、教職員、在校生、奨学会、知

道会の合同により、記念式典を行

います。

　また、式典に引き続き、水戸プ

ラザホテルで、知道会主催により

祝賀会を開催します。今回の祝賀

会は、知道会「会員の集い」を

130周年記念行事として行うもの

で、幹事学年（昭52卒、昭62卒、

平９卒）の尽力により企画が進め

られました。特に今回は「水中・

水戸一高OBたちの学苑祭」とし

て、イベントの楽しさを共有しよ

うという狙いを前面に打ち出し

ています。和太鼓演奏や昭和52

年卒業年次の制作したDVDの上

映に加え、スライド映写、各年代

が持ち寄る写真や部活の記録・文

集・教科書の展示、果ては懐かし

い「焼きそばパン」の配布など、

お楽しみが満載で、それぞれが皆

様の心を打つことでしょう。会員

　　　14：00開会

場所／水戸プラザホテル（水戸市

千波町2078－１）

内容／和太鼓演奏（突風起会）に

よるオープニング13：45～

　　　開会14：00

　　　記念DVD（昭52卒制作）

上映15：00

幹事学年／昭52卒、昭62卒、

　　　　　平９卒

代議員会議を開催します

　第21回代議員会議を次の通り

開催いたします。この会議は本会

の議決機関であり、各学年・地域・

職域の代議員多数の出席により審

議をお願いします。

日時／平成20年11月15日㈯、午

後３時

場所／知道会館２階会議室

議題／第57期事業報告、決算報

告、会計監査報告

　　　第58期事業計画（案）、予

算（案）

　　　その他

今回の会報の封筒には、「水戸一高創立130周年記念祝賀会へのお誘い（おしらせ）」と「振込
用紙２通（年会費払込票、創立130周年記念祝賀会出席会費払込票）」が同封されています。

目次

創立130周年記念事業
にご参加ください 記念式典…県民文化センター

祝 賀 会…水戸プラザホテル
の皆様には、多数ご参加をいただ

きますようご案内いたします。

祝賀会出席は会費振込みを

　今回の祝賀会は申し込み制とな

っております。この会報に同封し

た振込用紙のうち、創立130周年

記念祝賀会について出席会費を払

込まれた方は、払込みをもって参

加申込みとさせていただきます。

通常の年度のような葉書による参

加受付をしておりませんのでご了

承を願います。

〈記念式典〉

期日／平成20年11月22日㈯

　　　９：00受付開始

　　　９：30開式

場所／茨城県民文化センター大ホ

ール（水戸市千波町697）

内容／式典９：30～

　　　記念講演10：50～

　　　講師・神原秀記氏（昭38卒、

日立製作所フェロー）

　　　テーマ「明日を担う諸君へ」

〈祝賀会〉

期日／平成20年11月22日㈯

　　　13：30受付開始

11月22日㈯



水戸一高の創立130周年を
祝す

知道会会長　西野虎之介
　母校水戸一高
は、 今 秋11月
22日をもって
輝く創立130周
年の佳き日を迎
え、慶祝の極み
であります。前
身校とその源流
をさか上ると、明治11年（1878）
の茨城師範学校予備学科に立ち至
ります。ことの背景に、新学制の
中学校創設案が時期尚早と財政窮
迫のため先送りされて、応急に予
備学科内に師範コースと中学コー
スが併設された経緯があります。
早くも明治13年に分離独立され、
茨城中学校が誕生しています。そ
の後の沿革と伝統については周知
の通りです。
　改めて、前回創立120周年以降
の10年間を顧みますと、経済面
では厳しい小泉改革を経て実感な
きとはいえ戦後最長景気に恵まれ
ましたが、教育界は少子化の具現
と教育改革、分けても脱ゆとり教
育に揺れ動きました。この中に在
って、水戸一高はいち早く中長期
構想を策定すると共に、全県学区
の進学重視型単位制への移行を実
現しました。わが知道会も母校と
の連携強化に努める一方、母校・
会員情報アクセスのIT化と個人情
報保護法の制約を克服して会員
名簿平成19年版を刊行し、創立
130周年事業展開に備えました。
　お陰をもちまして、記念事業募
金も３千５百万円台に達し、今回
の記念式典と祝賀会はもちろん日
本芸術院会員能島征二氏作のモニ
ュメント像も完成、体育館緞帳、
年表・記念品等の製作も順調に進

捗致しました。これもひとえに同
窓諸兄姉の愛校心のたまものと深
く感謝を申し上げます。なお、式
典の記念講演にはDNA自動解読
装置開発の日立製作所フェロー神
原秀記氏（昭38卒）に「明日を担
う諸君へ」をお願い致しました。
また、モニュメント像は「歩く会」
60周年を記念し「わが道をゆく」
と銘板を付しました。
　水戸一高の校風と伝統は、長い
歴史と風雪の時代を彩った校長、
生徒達の青春の志と浪漫、卒業生
と地域の人達の熱い思いと期待が
あります。創立130周年を契機に
「時代を切り開く気概と感性及び
行動」を望みます。

ごあいさつ
水戸第一高等学校長　五味田　優
　この度創立
130周年を迎え、
盛大に記念式典
を挙行できます
ことは、本校に
とりまして誠に
意義深く、大き
な喜びでありま
す。また、この節目の年にあたり、
60回目を飾る「歩く会」の記念
モニュメントをはじめ、体育館
緞帳、100周年後30年間の年表・
CDの作成等の記念事業を行うこ
とができますことは、知道会、奨
学会ほか関係者の方々のご支援の
賜と深く感謝申し上げます。
　本校は、明治11年（1878年）
茨城師範学校予備学科として開校
して以来、県内随一の歴史と伝統
を有する学校としてつねに先駆的
な試みをもって本県教育を主導し
て参りました。この間、３万２千
有余の有為な人材を輩出し、卒業
生は、広く、政財界、司法・教育、
科学・芸術など各界各層で活躍し

てきております。この卒業生の皆
様の実績は、在校生の誇りであり、
また何よりの励みでもあります。
  そして、この恵まれた条件や環
境のなかで、980人の在校生は、
「至誠一貫」「堅忍力行」の校是の
下、真理を愛する学問第一の伝統
や自主自立の精神を重んじた自由
な校風を受け継ぎ、高い志をもっ
て学習や学校行事、部活動など、
文武両面にわたって生き生きとし
た活動を展開しております。
　現在、時代は変革の大きな嵐の
なかにありますが、これまで同様、
本校には知徳体バランスのとれた
たくましい人材－自己の目標の実
現を目指し、社会性と自己決定力
を身につけ、社会に貢献できる人
材（「水戸一高中長期構想」平成
16年度策定）－を育成すること
が求められていると思います。こ
の節目の年にあたり、改めて130
年の歴史と伝統への自覚を深める
とともに、展望を持って未来を切
り開く、そのような契機としたい
と願うところであります。
　なお一層の皆様のご指導とご協
力をお願い申し上げます。

水戸一高創立120年の頃
後藤　卓三（前会長）

　創立120年は
すでに10年前
となった。これ
を記念してのメ
イン事業は江山
閣の新築であっ
た。
　私は創立周年
行事には90周年時より参加して
きた。特に100周年にはその事業
三本柱（同窓会館建設、母校100
年史出版、記念行事の実施）の１
つである記念行事実行委員長とし
て種々の行事立案、企画、運営に

130周年記念事業特集

創立130周年記念事業
募金経過報告
　昨年６月から展開してまいりま
した募金活動の結果は、目標額
3,000万円に対して９月上旬時点
の仮集計で3,500万円に達してお
り、目標額を大きく上回ることが
できました。会員の皆様の母校へ
の思いが感じられる成果といえま
しょう。改めてご協力に感謝を申
し上げます。
（募金委員会委員長　田中　功）

区　分 金　額

卒業年次別個
人 2,870万

学年同窓会・
サークル有志 160万

職域地域同窓
会 470万

その他個人・
法人等 50万

合　　計 3,550万

記念モニュメント
が完成
　創立130周年記念事業
のひとつである記念モニ
ュメントが完成し、母校
玄関前に設置された。こ
のブロンズ像は日本芸術
院会員・能島征二氏の作
で、「歩く会」がモチー
フになっている。９月24日に行われた除幕式には、西
野知道会会長、五味田校長をはじめ多くの生徒が参加し、
新たなモニュメントの完成を祝った。



もかかわってきた。が、会館建設
の付帯工事として行われ、あまり
目立たなかったものに江山閣の増
改築工事があった。
　この江山閣は昭和20年アメリ
カ軍の空襲によって本校の建物の
一切が消失した際、やはり消失し
てしまったものであるが、生徒の
集会所の必要性を痛感した父兄た
ちを中心に昭和35年、江山閣は
木造平屋建てで復活したのであっ
た。
　創立120年を迎える頃この改修
された江山閣もいよいよ建て替え
の時期をむかえたと判断した学校
側とも意見が一致した私達は、そ
の再建築をメイン事業として会員
の皆様にうったえ、そのご協力を
え多少の紆余曲折を経つつその実
現に踏みきったのであった。設計
を引き受けてくれた妹島和世さん
は本校昭和50年卒であるが、す
でに国際的にも活躍する新進気鋭
の建築家として知られていた。
　この工事中からかなりの見学者
があり、完成時には我が国の複数
の建築雑誌がこぞって紹介してい
る。
　今でも灯のともったこの総ガラ
スの建物が夕闇の中に浮かびあが
るその姿を見ると、あたかも全体
で夜道を照らす進路燈のように見
えてくるのが不思議でならない。

100周年時の思い出
　　　後藤　直樹（昭54卒）
（みとみらい法律事務所弁護士）

　母校が創立
130周年を迎え
ると聞いて、感
慨深いものがあ
ります。100周
年の時期に、私
は生徒会長をさ
せていただきま

した。いろいろな思い出がありま
すが、そのころ、校歌廃止運動が
盛り上がり、模擬裁判の形式で是
非を問うという催しがあったこと
が記憶に残っています。第１校歌
は、明治41年に制定され、旧制
校時代の雰囲気を残す古風かつ格
調高いものではありますが、反
面、時代背景が色濃くにじみでて
おります。そのため、戦後、一時、
歌われない時期がありました。と
ころが、昭和45年頃から２番ま
で歌われるようになったのです。
そこで、歴史的な背景のなかで校
歌とは何であるのか意義を問い直
すべきではないかとなったので
す。校歌については、当時、いろ
いろな意見が自由、活発に交わさ
れておりました。そこでは、「伝
統」と「革新」「進化」をめぐっ
ての議論がなされておりました。
これらは単純にどちらかを採り、
他を切り捨てればよいというもの
ではありません。新しく見えるも
のでも、その根底には、必ず確固
とした伝統が存在していることは
まちがいありません。私は、徹底
した議論が許される母校の自由な
校風こそが、母校の長年の歴史を
支えてきた「伝統」そのものでは
ないかと感じています。母校での
自由な３年間が、私の人生に大き
な影響を与えたことは間違いあり
ません。在校生の皆さんも、自由
を味わうとともに責任を自覚し、
自らが主人公であるという覚悟を
もって、かけがえのない人生を歩
んでください。

創立130周年を祝う
平成20年度前期生徒会会長

伊藤麻利奈（３年）
　水戸一高創立130周年おめでと
うございます。130周年という記
念すべき節目の年に、生徒会長と

してご挨拶させ
ていただくこと
を大変光栄に思
います。
　130年－この
長い年月を生き
た人間は未だ存
在しません。ま
だ10代を生きる私たちにとって、
この歴史の重さは想像を絶するも
のです。明治・大正・昭和・平成
と変動を見せる歴史の中で、水戸
一高は戦火を潜り抜け、ここに存
在しています。私がこの場に立て
るのも、様々な事象が重なり合っ
て創り上げられたからなのだと思
うと、水戸一高で学ぶことができ
るという事実に感銘を受けます。
　この学校の卒業生たちはここで
多くのことを学び、他では得られ
ない特別な何かを得、そして社会
へ多大な貢献をしています。そん
な先輩方が私たちと同じように文
武両道、至誠一貫・堅忍力行を胸
に生活していたことを思うと、私
たちにも何かできる、可能性があ
るのではないか、と勇気と希望が
湧いてきます。伝統は受け継が
れ、今に甘んじることなく、過去
をも越えていけるよう、私たち生
徒は一歩ずつ確実に進んでいきま
すが、さらに良くなるためには、
いい意味で昔の歴史を壊し、吸収
し、今の世の中に貢献できるよう、
もう一度新しい歴史を創り上げて
いくことが大切なのではないか、
と思います。
　校長先生をはじめ諸先生方、卒
業生の皆様、そして保護者の皆
様。どうぞこれからも「わが道を
行く」私たち生徒の足下を照ら
し、よりよい水戸一高を築き上げ
ていくために、ご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。

130周年を130連の凧で祝う
　本校創立130周年にあわせ、守谷市在住の榎本勝男氏（昭27卒）が連凧を水戸市で揚げるべく
構想していることは会報72号でお伝えしたとおり。その準備が着々と進み、本番さながらの連
凧が形になってきた。１つの凧は長さ30センチほどで、竹の骨が十文字に入る。それを130周年
にちなんで130連とし、さらに紅白の凧を18枚加えた148枚のものを２組用意している。全長約
200ｍ、先端の高度が150ｍにも達するというこの凧は、まさに風の芸術といえよう。
　先ごろ機会を得て、利根川での第１回目のテスト飛行に立ち会うことができた。連凧は風を受
け、みごとなカーブを描いて青空に浮かんだ。
　11月22日の本番では、朝午前８時頃から千波湖畔の護国神社の下、あるいはふれあい広場の
あたりで、２組の連凧を揚げる予定である。揚げた後、凧は希望者に配布する。風や天気の具合
で予定が少し変わってくると思われるので、興味を持たれた方は小生までお問い合わせを願いたい。
　また、当日は競技凧である田原凧の模範演技が保存会会員により行われる。これは横長の凧で、一本の揚げ糸により上下左右自在に
動かせるもの。その昔、渡辺崋山、豊田佐吉の２人が大いに心を動かされたとの記録も残されている。今様に言うなら「日本版ファイ
ターカイト」となろうか。いずれもご家族でお楽しみいただければ幸いです。

事業委員長　沼尻　滋（昭27卒）記　　お問合せ電話番号090-4527-5606



　自然農法家福岡正
信に傾倒し、それま

で不可能と言われていたリンゴの無農薬
栽培を現実にした青森のリンゴ農家木村
秋則氏の不屈の人生を描いた著者渾身の
一冊。人知・人為を排除し、あくまで自
然の力を引き出す発想と努力は、あまり
にもエネルギーや化学物質に依存し過ぎ
た現代農業と人間と自然環境との関わり
に警鐘を鳴らす。この本を読みながら、
20年ほど前に訪れた万里の長城で、近
くの農家の方が売っていた小ぶりの甘酸
っぱいリンゴの味を思い出していた。

奇跡のリンゴ－「絶対不可能」
を覆した農家 木村秋則の記録－
幻冬社
1,300円（税別）
石川拓治　著
（昭54卒）

　平成20年度の本校生徒の活躍
はすばらしものがあった。運動部
では、卓球部・陸上部・水泳部・
山岳部・弓道部の５部が関東大会
に出場した。さらに卓球部は全国
大会、陸上部は国体に出場した。
硬式野球部も昨年に引き続き夏の
県大会ベスト16まで勝ち進んだ。
また、文化部は吹奏楽部が関東レ
ベル、生物同好会、放送委員会、
クイズ研究会が全国レベルの大会
まで進出し、それぞれ活躍した。

卓球部　男子団体　県大会初制覇
　卓球部は昨年・一昨年と２年連
続で関東大会出場をしているが、
ついに本年５月、男子団体で県大
会初優勝を果たし、関東大会出場
を３年連続とした。ダブルスで
は柴田知彦（35）・小野瀬慎二
（34）組、シングルスで小野瀬慎
二（34）が出場し、それぞれ３
回戦まで進出した。
　また、全国高校総体（春日部市）
にもダブルスで柴田知彦（35）・
小野瀬慎二（34）組、シングル
スで小野瀬慎二（34）が出場し
た。小野瀬は３年間で関東大会３
回、全国高校総体２回という輝か
しい成績を残した。

野球部大活躍　２年連続ベスト16
　第90回全国高校野球選手権茨城
大会が開催され、本校は７月10
日に１回戦を行った。相手は笠間
高。６：０で勝利し、幸先良いスタ
ートを切った。２回戦は日立一を
９：１で撃破し、３回戦は常磐大高
を９：２で下して、４回戦に駒を進
めた。相手はシード校の霞ヶ浦。
前半リードし、このまま行くかと

思われたが、４：６と逆転され、ベ
スト16に留まった。創立130周
年記念の年にふさわしい全校生が
一丸となった応援が展開された。
野球部の益々の活躍に期待したい。

国際物理オリンピック日本代表候補
　物理オリンピックとは高校生を
対象とする物理学の国際コンテス
トであり、国内のコンテストを物
理チャレンジと称している。物理
チャレンジ2008は全国653名が参
加し、地区予選を通過した106名
が全国大会（岡山市）で知力を競
い合った。本校からは３名が全国
に出場し、高橋智将（37）が銀賞、
東川翔（22）が銅賞、阿部田将
史（21）が奨励賞に輝いた。東
川は来年７月にメキシコで行われ
る国際物理オリンピックの日本代
表候補10名に残り、最終審査で代
表５名に選抜される可能性が高い。

生物研究コンテスト
　来年、日本で初めて開催される
「第20回国際生物学オリンピック」
を前に、筑波大学で７月24日、
「つくば生物研究コンテスト」が
開かれ、県内外の中高生らが研究
成果を発表するコンテストが開催
された。審査の結果、水戸一高生
物同好会は金賞に選ばれた。研究

のテーマは「シラカシ林における
アキノギンショウソウの菌根の形
態と菌類の子実体の空間分布」。
アキノギンリョウソウは水戸一高
の敷地内に分布している無葉緑植
物の一種で、昨年から継続研究し
ている。なお、生物オリンピック
の予選には生物同好会から２名が
出場した。

高校生クイズ選手権準決勝進出
　テレビ放映　クイズ研究会

　日本テレビ主催の全国高校生ク
イズ選手権に本校クイ研の３名が
出場し、準決勝まで進出して、大
活躍した様子が９月５日㈮夜７時
から放映され、水戸一高の名を全
国に轟かせた。７月20日に西武
ドームで行われた地区予選で２
年連続茨城代表になり、８月13
～17日に東京で全国大会が行わ
れた。各県代表が激突する１回戦
50チームの中から抜け出した水
戸一は、準決勝まで進出し、第３
位になった。キャプテン高橋智将
（37）を中心に高星太一（33）、
飯島圭祐（35）は合宿を通してま
とまったチームとなった。高橋は
「計算で負けたくなかった。決勝
までいけると思った。」と悔しが
ったが今後に活かしてもらいたい。

一高だより

新
刊
紹
介

知道会事務局
に寄せられた
本校出身者・
関係者の著作
を紹介してい
ます

　家族が皆それぞれ
別々に生活している

という特殊な環境（離婚が日常茶飯事と
なった現代ではありふれた家庭環境なの
かもしれない）に育つ男子中学生が主人
公。漫然と過ぎる日常生活に突如入り込
んできた女性を母親とも知らず、憧れや
恐れといった心の揺れを丹念に描いた処
女作。ついこの間高校を卒業したばかり
で、ピアニストとしても活躍する著者の
今後のマルチ才能の開花を大いに期待し
たい。

儚き日常
日本文学館
1,000円（税別）
小川　瞳　著
（平17卒）

　「御老公の御前であ
る。控えおろう。」と

悪人たちをひれ伏させるカッコいい助さ
ん。その「助さん」こと佐々介三郎宗淳は、
瀬戸内海に生まれ、前半生は僧侶、後半
生は水戸藩士として生きた。「大日本史」
編纂のための史料蒐集に全国を歩いたこ
とは史実として知られている。40年以
上佐々介三郎を研究している著者が、彼
の生涯と人物像を分かりやすく紹介す
る。

助さん・佐々介
三郎の旅人生
錦正社
1,600円（税別）
但野正弘　著
（昭34卒）

高校生クイズ選手権で第３位になった
高星太一、高橋智将、飯島圭祐（左から）

夏の大会でベスト16に進んだ硬式野球部



　1972年日立製作所入社、中央
研究所研究員となる。重量分析
分野で大きな成果をあげた後、
1982年よりDNAシーケンサーな
どヒトゲノム計画に大きく寄与す
る技術開発をスタートさせる。キ
ャピラリー（ガラス毛細管）電気
泳動技術に注目し、グループを率
いて「マルチシースフロー」「マ
ルチフォーカス」などの高集積
化・高感度化の基本技術を次々と
発表して常に世界をリードしてき
た。
　1997年には米国アプライドバ
イオシステム社と提携して、従来
技術を２桁上回る解析速度を有す
る高スループットDNAシーケン
サーを製品化、世界中のゲノム研
究機関に採用された。これにより、
ヒトゲノム解読は当初計画よりも
３年以上加速され、2003年４月
には完全解読が成し遂げられた。
現在１細胞の中身を分析する技術
開発に取り組んでいる。
〈略歴〉
1945.１.２　香川県に生まれる
1963.３　茨城県立水戸第一高等
学校卒業
1967.３　東京大学教養学部基礎
科学科卒業
1972.３　東京大学大学院理学系
研究科化学専攻博士課程修了  
1972.４　㈱日立製作所　中央研
究所　入社

PERSON

（1977 .10 ～ 79 .1　Vis i t i ng 
Researcher in UC Berkeley,  
Space Sciences Lab.）
1981.８　同社同研究所　主任研
究員
1985.４　同社基礎研究所　主任
研究員
1989.８　同社同研究所　主管研
究員
1990.２　同社中央研究所　主管
研究員
1994.８　同社同研究所　主管研
究長
2000.２　同社同研究所　技師長
2003.６　株式会社日立製作所　
フェロー（現職）
（2004年４月より　東京農工大学
　客員教授
　2005年４月より　東京大学大
学院新領域創成科学研究科　客員
教授　
　2008年４月より　首都大学東
京　客員教授）
〈主な受賞歴〉
2001.４　文部科学大臣賞受賞
［蛍光検出型DNA塩基配列決定装
置の研究］
2002.３　大河内記念賞受賞［キ
ャピラリーアレーDNAシーケン
サーの開発］
2003.５　紫綬褒章受賞［蛍光式
DNAシーケンサーの開発］
2004.１　朝日賞受賞［高速DNA
解読装置の開発］

記念講演講師

神原秀記氏 プロフィール

学苑祭を終えて
　　　第60回学苑祭実行委員長

桑名　淳一（31）
　去る６月28日㈯、29日㈰の２
日間に渡り、第60回学苑祭が開
催されました。
　今回の学苑祭は長い歴史の中で
初めて夏休み前に実施することに
なり、当初は戸惑いや今後への不安
がありましたが、最終的には学校
全体が学苑祭成功という目標に向
け準備に熱を入れていました。こ
れも生徒一人一人がこの一大行事
に対し強い思い入れを持っている
ことの表れではないかと思います。
　そして当日の様子ですが、懸念
されていた展示規模の縮小は見ら
れず、社会的な内容や大掛かりな
仕掛けのある展示、日頃の活動の
成果の発表など、各団体が限られ
た場所と時間の中で個性を出し合
っていました。
　２日目に大雨が降り、条件は決
して良くなかったものの、合計
5,000人もの方々に来校していた
だいたことをはじめ、今回のテー
マ「祭、新たなる飛躍」は無事達
成できたように思います。今後の
在校生には現状に満足せず、学苑
祭の更なる発展を目指してほしい
と思います。

知道会ホームページがリニューアル！
　平成20年９月15日㈪に知道会のホームページをリニューアルいたし
ました。
　西野会長のご挨拶を始め、知道会の沿革、組織形態や各委員会の紹介
等を掲載すると共に、「知道会報」のバックナンバーや「新着情報」「行
事予定」コーナーも設け、会員の皆様が、知道会の情報をタイムリー
に、かつ有効利用できるような作りと致しました。
　また、各種知道会団体とのリンクも受付けていますので、積極的にご
活用ください。
　URL　http://www.chidokai.jp/



同窓会・支部だより

母校のますますの発展を
東京知道会会長

小岩井忠道（昭39卒）
　 母 校 創 立
130周年を多
くの先輩の皆
様とともに心
からお祝い申
し上げます。
先日、世界一
の自動車メー
カーについての新聞記事を読み、
そのGMですら100年の歴史しか
持たないことを知りました。130
年という年月がいかに大きな価値
があるか、あらためて実感した次
第です。卒業後、母校を訪ねる機
会に本城橋を渡りながらいつも思
うことがあります。母校が創設さ
れたころ、郷土の若者にかける期
待がいかに大きかったかというこ
とです。水戸藩の最重要地である
水戸城本丸跡につくられたという
ことは、当時、県でもっとも大き
な期待をかけられた施設だったと
いうことでしょう。日本政府の教
育費支出は、対GDP比で経済協力
開発機構（OECD）加盟国中、最
低。こんなことが言われる昨今、
130年の歴史を持つ学校を卒業
し、多くの先輩、同級生、後輩の
皆さんと今に至るまで親しく触れ
あうことができる幸せをつくづく
感じます。母校のますますの発展
を心から願っております。

創立130周年を祝して
西日本水中一高会会長　星野　皓
　茨城県立水
戸第一高等学
校創立130周
年おめでとう
ございます。
心からお祝い
申し上げます。
　数多くの歴
史が刻み込まれたこの130周年、
今此処に大きな節目を迎える事が
出来た我々は、誠に幸せ者だと身
に沁みて感じます。
　振り返りますと私は水中最大の
激動期に入学いたしました。昭和
20年入学、間もなく動員により
磯浜近くの林間での塹壕掘り、８
月に空襲で校舎が全焼し、土堤の
木陰で焼けトタンを黒板がわりに

しての青空教室、しばらくして
37部隊の兵舎を教室にし、南京
虫に悩まされながら授業を受けた
ものでした。
　後に本丸の焼け跡にバラックな
がら校舎が完成、我々一同喜び勇
んで懐かしい古巣に帰ってきたの
でした。今ではこれらの事も懐か
しい思い出です。
　特に誇りに思っている事は、水
中一高を通して６年間学生生活が
出来たのは、永い歴史の中でも昭
和20年と21年の２年間に入学し
た者だけでしょう。旧制中学で入
学し新制中学３年で卒業、新制高
校へ入学して３年間と通算６年間
でした。
　さて、現在は西日本水中一高会
会長を仰せ付かり、会員増強と資
金繰りに頭を悩ましております。
会長に就任しての第一の目標に会
員間の強い絆を作る為、会報の発
行を企画、順調に進んで第５号が
10月初旬に発刊されます。
　また、会員相互の親睦を深める
為、「奈良平城京跡見学ツアー」
「天満天神繁昌亭観劇ツアー」「京
都散策と裏千家でお茶をいただく
ツアー」等企画実行して参りまし
た。お陰でご夫婦での参加も増え、
和やかなよいムードが生まれてき
ました。
　これからも役員一同知恵を絞っ
て絆固めと会員増強に努力してい
く所存です。130周年記念の年に
あたり、懐かしき学生時代の回想
と、西日本水中一高会の現況とこ
れからの心構えを簡単に記した次
第です。

那珂湊行餘学会総会
　７月12日、２年６ヵ月ぶりの
総会が藤屋ホテルで開催された。
本部北條事務局長が来賓挨拶の中
で、本日母校野球部が快勝し甲子
園への道一歩前進を報告すると、
大きな拍手が起こった。昭和29
年８月甲子園のグランドに立った
菅谷健造会員（昭31卒）は、母
校が近い将来県代表になる予感を
覚えると語る。出席者一同後輩の
躍進を期待する一日となった。
　講演の部では川島始会員（昭
30卒）が、日立・常陸那珂・大洗・
鹿島の４港建設に携わった経験を
背景に「茨城の港・あれこれ」の
タイトルで演壇に登った。東洋の

ナポリと称された阿字ヶ浦海岸の
変容は開発に対する自然の怒りか
興味ある講和だった。
　総会では毎年開催の規約に違う
支部運営を疑問とする意見が出
た。宇都宮義会員（昭13卒・茅ヶ
崎市在住）は「寄行餘學會今次大
会」の漢詩を届け行餘の偉志を鼓
舞された。肝に命じて運営に当た
ることとしたい。

大和田　一（昭31卒）

那珂知道会
　那珂知道会（勝山丈夫前会長、
会員数209）は、９月７日㈰、那
珂市中央公民館において平成20
年度総会を開催した。会員52人
が出席。来賓には瓜連知道会長の
寺門康友氏が出席。予算及び事業
計画を承認した後、役員改選を行
った。
　新しく会長には、飯塚一氏（昭
26卒、元旧那珂町助役）が就任。
副会長も改選され、綿引則之（昭
28卒）、川崎正之（昭30卒）の両
氏が新たに就任した。
　総会終了後、“武石浩玻の生涯”
というテーマで、親族の武石尭氏
（昭30卒）を講師にお迎えし、日
本人民間初飛行家と称される母校
の先輩の偉大な業績について講演
いただいた。苦難に満ちたアメリ
カでの生活、日本での初飛行の新
聞記事、村をあげての葬儀の様子
などを、直筆の手紙や写真、当時
の貴重な資料をスライドで紹介し
ながら１時間30分講演。出席し
た会員は、母校に建っている銅像
を思い起こし、熱心に最後まで聞
き入っていた。
　会場を移しての懇親会では、あ
ちらこちらで先輩・同期・後輩関
係なく、話の輪ができて、はるか
な青春の思い出話や武勇伝をお互
いに披露しあっていた。最後に全
員で校歌を斉唱。来年の再会を約
束して散会した。

　萩野谷康男（昭49卒）

那珂知道会



友部知道会
　７月12日㈯午後４時より、笠
間市旭町のホテル「パークスガー
デン」で、来賓として橋本昌知事、
知道会本部の沼尻滋副会長、鯉渕
俊郎親睦委員会副委員長のご臨席
をいただき、会員45名が出席し
盛大に開催された。

　友部知道会は、約30年間の活
動休止後の再開なので多くの問題
点もあったが、本部の北條勝彦事
務局長のご助力により、無事総会
にこぎ着けた。総会までは永井一
郎衛門発起人会長を中心に発起人
会を数回にわたり開き、原案を練
った。
　総会では全ての議案が原案どお
り可決された。役員選出では、古
河澄夫会長（昭29卒）以下12名
の本部役員が承認された。規約も
できた。
　総会後の親睦会は、最年長の船
橋能行氏（昭19卒）の音頭のも
と開会され、大変盛り上がった。
なにせ30年ぶりの再開というこ
とで、卒業後数十年振りの再開の
方々、初対面の方々、近所でも同
窓の方とは知らなかった方々、い
ずれのテーブルでも話の輪ができ
た。南秀利副会長（昭31卒）が
全体写真と各テーブルの写真を撮
ってくれた。来賓の方々も入って
頂き、大変良い記念ができた。

幹事　鶴田　信晃（昭39卒）

昭和51年卒学年同窓会
　昨年の11月10日㈯に開催された
知道会総会から１年がたちます。
　佐々木健（36組）さんが担当
の講演会も好評でした。
　51年卒の総会参加者は30名で
したが、二次会（31組芳賀君が
店長の満月城）の参加者も30名
と二次会から参加した同窓も数
多くいました。大変お世話になり
ました。芳賀店長の心遣いもあ
ったことと思いますが、二次会で

43,780円ほど残金が出ました。
　残金の処理を考えてきたのです
が、幹事の小野瀬君（36組）と
相談した結果、水戸一高の士気高
揚資金に水戸一高S51年卒有志一
同として寄付することにしまし
た。二次会参加の皆様、ご了承く
ださい。
　同窓の集まりでは、過去の「思
い出」が甦るのではなく、濃密な
「感覚」が甦るとメールしてきた
同窓もいました。
　今回で51年卒の知道会全体で
の役割も一応終了しました。今後
は、学年単位で濃密な「感覚」を
楽しもうではありませんか。以上
ご報告いたします。

加茂川裕昭（36組）

平成元年卒同窓会
　６月21日㈯、水戸三の丸ホテ
ルにて、平成元年卒の学年同窓会
を開催しました。
　発起人代表の大谷君（38組）
を中心に、手際よく短期間で準備
が進められ、当日は106名もの出
席がありました。クラス担任の先
生方も９クラス中７名の方に出席
いただき、在学当時の話題や近況
報告などで、大いに盛り上がり
ました。二次会は瀬川君（37組）
の案内で市内の「ナタリー」へ移
動しました（その後、旧友たちと
の尽きぬ話に、三次会、四次会と

続いたとか）。
　また、当日、130周年記念事業
の寄付を募った結果10万円が集
まり、寄付させていただきました。
　なお、今回の同窓会をきっかけ
として、平成元年の卒業生専用の
メーリングリストを開設し、同窓
会の連絡のほか、さまざまな情報
交換を行うこととしました。平成
元年卒で未登録の方は、ぜひ、登
録手続として、管理者アドレス
（mito1_h1@yahoo.co.jp）あてに
クラスと氏名を連絡していただく
ようお願いします。　谷越　敦子

友部知道会

創立130周年記念招待試合　硬式野球部OB会水府倶楽部　乾  修（昭41卒）
　３年越しの企画、早稲田実業、慶應義塾を招待しての創立130周年記念招待試合は、６
月29日㈰、前日深夜から降り出した雨のため中止となりました。
　当日、準備のために早朝から駆け付けた、学校関係者、知道会、硬式野球部OB会水府
倶楽部、今年から設立された硬式野球部後援会三の丸倶楽部、硬式野球部父母の会の皆様、
そして、多くの高校野球のファンの皆様の願いもむなしく、雨足は強くなるばかりで、午
前６時前には断腸の思いで中止を決断。しかし、このままでは折角の企画がもったいない
ということになり、慶應義塾野球部上田監督からの「雨でもチームは水戸に行きます」の
言葉をいただき、前泊していた早稲田実業のご協力を得て、記念式典だけでも実施しよう
ということなりました。
　記念式典は10時から屋根のある水戸市民球場バックネット裏のスタンドでユニフォーム
姿の早稲田実業、慶應義塾、水戸一高各野球部員が着席し、茨城県高校野球連盟会長をは
じめとする来賓の方々の列席を得て行われました。式典は水府倶楽部山野幹事長の挨拶、
大竹茨城高野連会長の来賓祝辞、３校の校歌斉唱、五味田校長の謝辞と続き、最後に、知
道会西野虎之介会長から記念品として、本校野球部の大先輩で学生野球の父と慕われる飛
田穂洲先生直筆の「一球入魂　快打洗心」が焼かれた笠間焼の絵皿が贈られ、記念撮影で
終了いたしました。式典終了後はスタンドにて昼食をとりながら選手間の交流も行われ、
夏の選手権大会を前にして選手には大きな財産となりました。
　今回招待した両校とは高校野球（中等野球）黎明期から何かと縁がありながら、本校野
球部の長き低迷により試合する機会がありませんでしたが、何とか伝統ある両校と試合が
できないかとの熱き思いと、復調の兆しを見せ始めた本校の強化を図りたく、実現を目指
したもので、茨城新聞をはじめとしてすべての全国紙茨城版、スポーツ報知、日刊スポー
ツをはじめとする各スポーツ誌、ミニコミ誌、水戸市報、茨城放送等多くのマスコミにも
取り上げられ、県内の高校野球ファンの期待を膨らませましたことを加筆します。
　尚、更なる詳細は以下の水府倶楽部ホームページをご覧ください。www.suifu-club.com

剣道部大同窓会開催のご案内
   水中・水戸一高剣道部は戦後の
禁止令以外は一貫して活動を続け
てきたが、未だ全体を貫く同窓会
を開催してこなかった。今般、水
戸一高創立130周年を機に水中・
水戸一高剣道部に在籍した全卒業
生が一堂に会し、大同窓会を開催
することを企画したのでお知らせ
します。詳細は11月末日までに
該当者に通知します。
１　日時・会場
　　平成21年１月11日㈰
　　午後４時より水戸三の丸ホテ

ルにて
２　発起人代表
　　宮田　忠幸（昭29卒）
３　問合せ先
　　水戸一高教頭　小田倉康家
（昭45卒）



委員会

 －終身会費制を導入－
　知道会活動の源泉は会員の皆様に

納入いただいている年会費であり、ご支援なしには計画
的・継続的な活動が成り立ちません。財務委員会では会費
制のあり方等を総合的に検討してまいりましたが、このた
び去る５月24日の第20回代議員会議の承認をいただき、
平成20年度第58期（平成20年10月１日から平成21年９
月30日）以降、ご高齢の先輩会員の納入手続きを簡便に
するため終身会費制を導入する運びとなりましたので、お
知らせします。
　これは、75歳以上の会員の皆様がご希望される場合に
は、年会費5年分にあたる１万円を終身会費として納入い

ただくものです。会費の納入時期が到来していない部分を
未経過会費（前受金）としてお預かりします。それに伴い、
知道会会則の関係条文改正を予定しております。
　これに関連しまして、会費の納入状況を見てみますと、
残念ながら58歳以下の学年で納入率（納入数／在籍数）
が平均を下回っております。終身会費制の導入に伴い、一
時的な増収傾向も予測されますが、将来５年間をもって会
費をお預かりするものである以上、新たな会員の皆様に継
続的に会費をお願いしない限り減収となります。会員の皆
様には、今後益々知道会が活発に活動できますよう、引き
続き年会費の納入方よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　財務委員長　小野　邦夫

財務委員会

【事務局から】
　記念事業のモニュメントは９月24
日に盛大な除幕式を行い、母校の正面
玄関前ロータリー内に姿を見せまし
た。知道会会員のご寄付によって設置
されたモニュメント「わが道をゆく」
はこれから後輩たちに見守られていつ
までも心に残るでしょう。時は恒例の
「歩く会」（第60回）が間近で、今年
はこのモニュメントの前で思い出が作
れるでしょう。

　さて、これまで多くの会員から貴重
なご寄付を寄せていただき事務局とし
て御礼申し上げます。その会員の中
に、学年などが特定できない方々がお
られますので、右記の方々は事務局ま
で至急問合せてください。不明者は、
右記の通り11名です。最終的には、
芳名帳を作成しますので、不明の方々
は名前が右表の状態で掲載されます。

おわら風の盆と金沢散策
第15回知道会親睦旅行報告
　９月２～３日、１泊２日の日程で、日本の歴史と文化を
訪ねる知道会親睦旅行は、今回、越中八尾おわら風の盆に
挑戦した。挑戦と言ったのは、二百十日の風封じと五穀豊
穣を祈願して三百年以上の歴史を持つこの伝統行事、11の
町内が三日三晩町の通りを唄い踊り流すのだが、雨天の場
合、三味線・胡弓・太鼓が使用不能となり、高価な衣装の保
護のため、小雨でも中止となる可能性が高いからである。
　朝７時半水戸を出発、常磐道・関越・北陸道を通り、富山
で早めの夕食を済ませ、次々と観光バスが発着する八尾町
民広場を基点に午後５時半から４時間、参加者32名は小グ
ループに分かれて、哀愁の旋律が響く坂の街の随所で、そ
れぞれに意匠を凝らした街流しを満喫した。夕暮れ時降っ
ていた雨も上がって、初めての風の盆挑戦は、母校創立130
周年を記念するに相応しい旅となった。
　旅の企画運営に当たった親睦委員会の皆さん方に感謝し
ながら夜10時、無事に水戸帰着した。　　　　　　

　和田　由樹（昭36卒）

ゴルフ大会結果報告
　知道会恒例のゴルフ大会が去る６月12日㈭に大洗ゴルフ
倶楽部でおこなわれました。今回で29回目を迎えた当大会
は、母校創立130周年の記念大会でもあり、参加者79名の
うち女性５名、秋田高校よりの特別参加者３名と色とりど
りでした。当大会は、女性及び65歳以上のシニアの部と65
歳未満のレギュラーので争われますが今回はベストテンに

シニアの方が７人入られて表彰の際、大変苦労致しました。
結果は以下のとおり。（敬称略）
　シニアの部　　　優　勝／大貫　　英（昭29卒）
　　　　　　　　　準優勝／入野　善明（昭29卒）
　レギュラーの部　優　勝／小松崎　潔（昭51卒）
　来年度も多数の参加者をお待ち申し上げます。

親睦委員　富永　潤一（昭46卒）

母校創立130周年記念　
第５回OBミニ歩く会
　今年もOBミ
ニ歩く会が９月
28日に実施さ
れました。ハイ
キング日和に恵
まれ、初秋の
清々しい空気の
なか、総参加人
員77名の歩く会
になりました。
出発に先立ち、
川上先輩（29年卒）から正しい歩き方と靴紐の結び方の
ご指導を受け、足取りも軽やかに出発。今回は、常陸太田
知道会の全面的なバックアップのもと、常陸太田市内の歴
史探訪となりました。山吹運動公園をスタートして、ちょ
っとハードな登り坂を上ると、そこにはもう「山寺の晩鐘」
の碑があり、黄金色の稲穂とそばの花に彩られた常陸太田
市内を一望することができました。西山の里、源氏川、ラ
ッパ坂、舞鶴城址、昔ながらのたたずまいを残す鯨ケ丘商
店街をめぐり、ゴールとなりました。途中、ヨネビシ醤油
さんで土蔵造りの仕込蔵を見学しお醤油のお土産をいただ
き、ゴールでは新米・巨峰・地酒など太田の秋の味覚が当
たる抽選会を行い、解散となりました。川上先輩、常陸太
田知道会の皆様、ヨネビシ醤油の高和社長（36年卒）、ほ
んとうにありがとうございました。いつもながら、たくさ
んの方々に支えられ、楽しい歩く会になりました。

年月日 氏　　名 金額 振込先
19.07.10 コバヤシダイスケ 5000 常陽
19.07.12 イイジマヒデオ 10000 常陽
19.07.19 ミトシカサハラチョウ1 5000 常陽
19.07.19 070604（S40） 10000 常陽
19.09.28 ワタナベユキオ 10000 常陽
19.11.06 シミズタケシ 10000 常陽
20.05.08 7060400102 5000 常陽
20.05.19 わたひき　タカヒサ 5000 常陽
20.05.19 アクツマナブ 5000 常陽
20.06.09 カイノ　シロウ 10000 常陽
20.06.11 706040013 10000


